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 小学校第 1 学年における 

 プラネタリウムを活用した音楽づくり 

竹内千晶、前田昌志（三重大学教育学部附属小学校） 

 

1. はじめに 

 小学校第 1 学年の音楽の教科書（教育芸術

社）では、「星空」をテーマにした音楽づくり

を行う学習がある。先行研究では、子どもた

ちに星空のイメージをもたせるために「写真

や映像・絵本」を活用したり[1]、「星空の絵」

を描かせたりした事例[2]がある。しかし、写

真や映像、絵本で表現される星空に対して、

子どもたちが「音楽を作ってみたい！」と必

要感をもつだろうか。 

 学習指導要領で明記されている「深い学び」

とは、オーセンティック（真正）な学びに迫

っていくことであり、具体的な文脈や状況を

豊かに含み込んだ本物の社会的実践への参画

として学びをデザインしていく必要がある。

「星空の音楽をつくる」という学びに対して、

それが具体的な文脈や状況となるのは「プラ

ネタリウム」である。私が知る限り、どのプ

ラネタリウムにも「音楽」は重要な要素とし

て位置づいており、それはそこに文化的な価

値があるからだと考える。 

そこで今回、「星空のようすを表す音楽をつ

くろう」という課題で移動式プラネタリウム

を活用し、そこで鑑賞したり音楽を試したり

することができる場を設定することで、子ど

もたちがより必要感をもって学習に取り組む

ことができると考え、実践をすることとした。 

 

2. 計画 

対 象：三重大学教育学部附属小学校 

    第 1 学年（34 名） 

期 間：2022 年 10 月～11 月 

教 科：音楽科（全 11 時間） 

題材名：「ようすをおもいうかべよう」 

連 携：坂下星見の会（代表：瀧本麻須美氏） 

のみなさん 

 

3. 実践の内容 

本題材では、プラネタリウムの鑑賞を行い、

そこから着想を得て音楽づくりを行った。 

 

3.1 1 回目のプラネタリウム鑑賞 

 

 

 

 

 

 

図 1 移動式プラネタリウム 

 

 

 

 

 

 

図 2 鑑賞時の様子 

事例①：「どんな楽器の音色が合うかな」 

内 容：本校体育館に直径 7m の移動式プラ

ネタリウムを設置し、プラネタリウムの鑑

賞を行い、その星空のイメージに合う楽器

の音色探しを行った。 

まず、①夕方から夜、②真夜中の様子、③

夜から朝へ変化する様子の解説を坂下星見の

会の瀧本麻須美氏に行ってもらった。事前に

瀧本氏にプラネタリウムに合う音楽の選曲を

依頼し、投影時にその音楽を流した。 
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鑑賞後、全体で星空のイメージを共有した。

この時、「プラネタリウムを観ていた時、どん

な音楽が流れていたか」と子どもたちに問い、

音楽に着目させた。そして、星空のイメージ

に合う楽器を探し、①夕方から夜、②真夜中

の様子、③夜から朝へ変化する様子に合わせ

て、各々演奏を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 子どもたちが感じ取った星空の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 「どのような音楽をつくりたいか」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 「どんな楽器を使いたいか」 

 

 活動終了後、子どもたちに図 3・4・5 のア

ンケートを取った。同じプラネタリウムを鑑

賞したが、子どもたちの星空のイメージは多

様であり（図 3）、音楽として表現したい思い

も多様であった（図 4）。使用したい楽器は鉄

琴・トライアングルなど金属の楽器を使用し

たい子どもが多くみられた。「金属楽器＝きれ

い」という子どもたちのイメージから金属楽

器の使用が多かったと考える。 

 

3.2 星空の様子を表す音楽づくり  

図 6 各グループの音楽のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 各場面の音楽のイメージ 

事例②：「星空の様子を表す音楽をつくろう」 

内 容：グループに分かれ、それぞれの星空

の様子を表す音楽をつくり上げていった。 

図 4 のアンケート結果をもとに、近いイメ

ージを持った子ども同士でグループを編成し

た。まず、グループで「どんな音楽をつくり

たいか。」「それぞれの場面をどんな音楽にし
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たいか。」「何の楽器を使いたいか。」を考えさ

せた。図 6 から 1～6 グループが「きれいな

空」をイメージしたが、図 6・7 を見ると「き

れい」という中にも様々な「きれい」がある

ことが分かり、それぞれの場面の中でも星空

のイメージに変化が生まれていることが分か

る。これほど詳しくイメージできたのも、プ

ラネタリウムという共通の土台の上で話し合

えたからだと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 音楽を図形楽譜に表す様子 

その後、図 8 の図形楽譜を用いて、どんな

音楽にしたいかの共有を図った。それぞれの

音色の特徴を生かした子どもたちなりの図形

楽譜をつくることができた。そして、その図

形楽譜をもとに音楽として表現していった。 

 

3.3 2 回目のプラネタリウム鑑賞 

事例③：「自分たちの音楽を星空に合わせよう」 

内 容：自分たちの音楽が星空に合っている

かの確認をし、自分たちの音楽を再構成した。 

まず、今まで作り上げてきた音楽が、果た

してプラネタリウムの星空の様子に合ってい

るのかを確かめるために、坂下星見の会の方

に再度依頼し、プラネタリウムの鑑賞を行っ

た。プラネタリウムの鑑賞後、「自分たちの音

楽に合っている。」「きれいな音楽にあってい

た。」と発言した子が多くいた一方、「大きい

音が入っていたけど、星空は静かだったから合

ってないと思った。」「鈴の数を変えて、もう少

しにぎやかにしたい。」とプラネタリウムを観

たからこその気づきがあった。 

図 9 鑑賞後の再構成の様子 

その後、体育館内で自分たちの音楽を見直

したり、確かめたりした（図 9）。少し変えた

グループもあれば、全て図形楽譜を消して再

構成しているグループもあった。プラネタリ

ウムの鑑賞を、音楽を作り上げる途中で再度

行うことで、自分たちの音楽へのイメージが

よりはっきりしたのではないかと考える。 

図 10 プラネタリウム内での演奏の様子 

そして、もう一度プラネタリウムの中に入

って 1 グループの演奏の鑑賞を行った。「音

色が合っていた。」「星空に合っていた。」とい

う意見がある一方、「最後の方をもっと長くす

るといいと思った。ちょっと時間が余り過ぎて

いる…音がなしのも、なんかさみしい感じがす

るなって…まだ星が出ているのにと思った。」と

いう意見も出た。実際にプラネタリウムに合わ

せて行い、他の人から意見をもらうことで、音

楽を見る視点を変えることができた。 

交流後、自分たちの音楽を再度作り上げてい

った。どのグループでも自分たちの音楽に出た

意見を取り入れようとする姿があった。 
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3.4 作った音楽の鑑賞 

図 11 全体交流での場の様子 

事例④：「みんなの音楽を聴き合おう」 

内 容：それぞれのグループがつくった星空

の様子の音楽を聴き合う活動を行った（図

11）。それぞれのグループの演奏を聴き、意

見交流を行った。「星が多くなるにつれて、

音が大きくなっていった。」「朝の音楽では

演奏してない人をつくって音の数を減らし

ていた。」など、星空の変化に合わせて、音

楽が変化していく様子も交流することがで

きた。プラネタリウムの鑑賞によってその

変化がより子どもたちの中で捉えやすかっ

たのではないかと考える。 

 

4. 考察 

成果は、プラネタリウムを観ることで、子

どもたちが「こんな音楽をつくりたい」 「な

ぜ音楽づくりをするのか」という目的をもつ

ことができたことである。また、「星空」とい

う漠然としているものが、プラネタリウムと

いう共通の土台があることで、子ども一人一

人の捉え方、感じ方の違いが明確になったこ

とである。イメージを言語化しにくい発達段

階の中で、プラネタリウムの映像を通して、

グループで意見をすり合わせ、音楽をつくる

ことができたと考える。 

課題は、もっと早い段階で、実際の星空と

音楽を試す機会が必要であったことである。

2回目の投影までに 2週間程度間隔が空いた。

この間隔が短ければ、自分たちが作った音楽

を試行錯誤できる環境として、移動式プラネ

タリウムを位置付け、より主体的な学びが展

開できると考える。また、プラネタリウムは

子どもが着目する要素が多くなり、難易度が

高くなったことも課題である。要素を精選す

るなど、発達段階に合わせる必要があったと

考える。 

 

5. おわりに 

 今回、子どもたちがプラネタリウムの魅力

を存分に感じた授業になった。今回は子ども

たちが「音楽」という視点からプラネタリウ

ムを見たことで、子どもが必要感に駆られて

プラネタリウムを求めている姿があった。本

物の社会的実践が、リアルな学びとなり、学

習指導要領でも謳われている『深い学び』と

なったのではないかと考える。 
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